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我が国における宇宙線・Ｘ線天文学研究体制の流れ（法人化以前） 
１９００ １９５０ ２０００ 

1917~ 
  理研 

サイクロトロン Spring 8 

1976~ 
  東大宇宙線研 

1964~           1981~ 
  東大宇宙航空研  宇宙科学研 

1971~ 
  宇宙開発事業団 

国際宇宙 
ステーション 

大学共同利用研：ボトムアップ的に新しい計画を選択    大きな学術成果を生み出す 

   宇宙線研  小中規模地上宇宙線観測施設 

   宇宙研  大気球、観測ロケット、科学衛星 

特殊法人：トップダウン的に新しい計画を導入    広い応用展開を生み出す 

   理研： サイクロトロン－Spring 8              

   宇宙開発事業団：国際宇宙ステーション  



自由な発想による 
未知への挑戦 新しい手段・技術の導入 

世界に追い付け・追い越せ 
世界最先端の学術成果 

大学 

大学共同 
利用研 

法人化以前の研究推進体制 



新しい装置の導入による我が国のＸ線天文学の展開 
1950 2000 

打上げ能力の向上 

観測ロケット       M-3C  M-3H  M-3S2                          M-V                           H-2A 

はくちょう 

てんま 

ぎんが 

あすか 

すざく 

Astro-H 

衛星の性能向上 

90 kg 大型化 2400 kg 

高精度姿勢制御 

高精度熱制御 

大量データ処理・伝送 

小型衛星計画の展開 

HETE-2 

宇宙ステーションの利用 

MAXI 

観測装置の高性能化 比例 
計数管 高分光性能 

マイクロ 
カロリメーター 

蛍光比例 
計数管 CCD 

高撮像性能 反射望遠鏡 
の導入 

高硬Ｘ線観測性能 

スーパー 
ミラー 

コンプトン 
カメラ 

シンチレーター 



法人化以降の宇宙空間を利用した科学研究体制 
１９００ １９５０ ２０００ 

1917~ 
  理研 

1964~           1981~ 
  東大宇宙航空研  宇宙科学研 

1971~ 
  宇宙開発事業団 

2003~ 
  JAXA 

国際宇宙 
ステーション 
本格運用 

宇宙航空研究開発機構（JAXA）  

  国としての宇宙開発利用実施       トップダウン的に新しい計画を導入  広い利用展開を生み出す 

     基幹ロケット（H-2A、H-2B）＋小型固体ロケット 

        ピギーバック衛星の機会提供 

     利用衛星 

     国際宇宙ステーション   新しい展開が開けつつある。理研との協力も広がっている。 

        MAXI, CALET, (EUSO) 

        微小重力環境を利用した生命科学、宇宙生物学、物質科学等の展開 

  大学共同利用機能（宇宙科学研究所） ボトムアップ的に新しい計画を選択  大きな学術成果を生み出す 

     大気球、観測ロケット、科学衛星（小型、中型、大型） 



自由な発想による 
未知への挑戦 新しい手段・技術の導入 

知的フロンティアの開拓 
環境の基本的理解 

国民生活の向上 
人類的課題の解決 

今後の研究推進体制として考えていくべき方向 

独立行政 
法人機能 

大学共同 
利用機能 

人材の教育・育成 
研究人材・社会貢献人材 

大学・研究機関 
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